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１．はじめに

　本稿の目的は、財務諸表上におけるのれんに関

する会計情報、すなわち、のれん、のれん償却費

及びのれん減損損失が企業価値及び将来業績とど

のように関連性を有しているのかについて検証を

行うことである。更に、それらがのれんの減損が

予測される企業と予測されない企業との間でどの

ような差異をもたらしているのかについても併せ

て検証を行う。

　わが国では、近年、財務諸表におけるのれんの

重要性が高まってきている。その要因の一つが、

日本企業によるM&Aの増加である。図表１は、
1985年以降の日本企業が関わったM&Aの件数の

推移を示している。これによると、90年代半ば

以降、M&Aの件数は急速に増加してきており、

06年をピークにいったん減少したものの、11年

に底打ちした後は、再び増加傾向にあることが分

かる。更に、企業結合に関する会計基準の整備に

より、M&A時における会計処理の多くはパーチ

ェス法が用いられることとなったため、のれんの

発生するM&A取引が増加したことものれんの重
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